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1. まえがき

大陸棚調査室及び測量船「拓洋」は，平成5年10

月から同年12月にかけて第30回大陸棚調査として，

沖ノ鳥島東方海域の調査を実施した。この調査結果

の概要について報告する。

2.調査概要

調査海域は，沖ノ烏島の東方に位置し，北緯18・

00’，同21'00’の緯線，東経137"30’及び同140。00’の経

線に固まれる区域で，九州 ・パラオ海嶺の東部に位

置し，西マリアナ海盆の北部を含む海域である。（付

図参照）。

調査期間は，平成5年10月4日から10月21日， 同

年11月2日から11月19日まで及び同年12月6日から

12月22日まで延べ53日間である。

調査の主測線は東西方向にとり，測線開隔は 6海

里間隔とした。交差7JllJ線は北西一南西方向及び北東

～南東方向に設け，必要に応じ補測線を設けた（第

2図参照）。

調査に関して，船位は複合調1］位装置（GPS,

NNSS，ロランC等），測深はナローマルチビーム音

響測深機（総測線距離5042海里），地質構造はエア

ガン方式のシング／レチャンネル音波探査記録装置

(4. 635海里）及び表層探査装置（5'042海里），地磁
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第l図 調査海域図
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第2図沖ノ鳥島東方航跡図

気はプロトン式海上磁力計（4'883海里），重力は海

上重力計（5,042海里）を使用して実施した。（第 2

図参照）

3.調査結果

(1) 海底地形（第3図参照）

本調査海域は，西マリアナ海盆内の北部に位置し，

西方には九州 ・パラオ海嶺が，東方には西マリアナ

海嶺がある。南方には西マリアナ海盆が広がってい

る。

調査海域の大洋底の平均的な水深は約5,000m程

で‘ある。
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第3図沖ノ鳥島東方海底地形図
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調査海域の地形は，地形的な特徴により東部及び

西部の2区域に分けられる。

東部は比高2000m程の海穴が北北東一南南西に向

かつて雁行状に配列しておりこの海穴を北からA,

B, Cとする。各海穴の大きさは， A海穴は長さ75

km，幅20km程， B海穴は長き65km，幅25km程度C海

穴は長さlOOkm, I幅30km程度の大きさである。

またB海穴の西部には比高3,000m程の海山がら

れり， C海穴の南部北緯18°東経139。30’付近にも南方

に延びる海穴と思われる窪地を見ることができる。

調査海域西部には，平坦な海底に直径5km以下，

比高l,OOOm以下の小円錐形の海丘が数多く分布し

ている。

(2）底質（第 l表参照）

本調査海域においては 2点の採泥を実施した。

0530D02点では，レキ，マンガンノジュール等が採

取でき， 0530D02では少量ながら，レキ等が採取で

きた。詳細な採取結果については第 l表に示す。

(3）地磁気全磁力異常（第 4図参照）

本調査海域における地磁気異常は，北部では第23

回海域（西マリアナ海盆北端部）と同様，微弱なが

ら南北方向の縞状の異常が見られる。一方南部では，

微弱ながらも東西方向の縞状の異常が見られる。

調査海域の北西部，北緯20・，東経137。40’付近には

北部が正（+112nT），南部が負（－29’9nT）のダ

イポール異常が見られる。また，調査海域の南部，

北緯18°10＇，東経 139。付近には著しい負の異常（－256

nT）が見られる。

(4) 重力異常（第 5図参照）

重力異常は，本調査海域全般にわたって地形にほ

ぽ対応している。
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全般的には，調査海域の西部では正の異常，東部

では海穴に沿った負の異常が見られる。

A海穴の底部では－59の負の異常， B海穴の底部

では－6lmgalの負の異常， C海穴の底部では－55

mg alの負の異常が見られる。

また，調査海域の南東部北緯18。東経139°30’付近に

も海穴と思われる地形と対応した－85mgalの著し

い異常を見ることができる。

第1表採泥一覧表

底質番号 年月 日 地形 採取位置 水深（m) 底質（岩質）

0530D01 H5,12,18 海山 19°55.2’N 2800m G, S, M (Mn) 

139° 37. 2’E 

0530D02 H5,12,18 海山 20°03.0’N 3820m G 

139' 35. 2’E 
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